
『
沙
石
集
』
の
著
者
無
住
道
暁
（
嘉
禄
二
・
一
二
二
六
年
ｌ
正
和
元
．

一
三
一
二
年
）
が
特
定
の
教
や
行
へ
の
「
偏
執
」
を
否
定
し
た
こ
と
を
、

我
々
は
よ
く
知
っ
て
い
る
。
こ
の
無
住
の
態
度
は
、
「
無
住
の
こ
ろ

は
鎌
倉
新
仏
教
が
盛
ん
で
、
法
然
、
親
鶯
、
日
蓮
、
一
遍
な
ど
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
宗
を
固
執
す
る
態
度
と
は
、
ま
っ
た
く
異
な
り
、
一
宗

（
１
）

一
派
に
は
捉
わ
れ
ず
、
顕
密
禅
浄
を
自
在
に
説
い
た
」
と
評
さ
れ
る

よ
う
に
、
鎌
倉
新
仏
教
の
対
極
に
位
置
す
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
対
立
す
る
思
想
を
措
定
し
、
そ
の
思
想
か
ら
逆
照
射

す
る
か
た
ち
で
無
住
を
理
解
す
る
と
い
う
方
法
は
、
鎌
倉
仏
教
の
総

問
題
の
所
在

無
住
道
暁
の
「
方
便
」
説
と
人
間
観

体
的
把
握
の
枠
組
み
と
し
て
〈
新
仏
教
／
旧
仏
教
〉
図
式
に
加
え
て
、

〈
顕
密
仏
教
／
異
端
〉
図
式
が
提
示
さ
れ
て
い
る
今
日
に
お
い
て
も
、

変
化
し
て
い
な
い
。
単
に
変
化
し
て
い
な
い
だ
け
で
は
な
い
。
む
し

ろ
、
対
立
図
式
の
措
定
に
よ
る
無
住
理
解
は
、
顕
密
仏
教
論
の
登
場

と
そ
の
精
綴
化
に
よ
っ
て
よ
り
強
化
さ
れ
て
い
る
と
さ
え
い
え
る
だ

ろ
う
。
『
沙
石
集
』
巻
第
一
最
終
話
に
お
い
て
、
無
住
は
、
専
修
念

仏
者
に
よ
る
神
祇
不
拝
・
余
仏
不
信
と
い
う
「
偏
執
」
を
批
判
す
る
。

こ
の
専
修
念
仏
者
へ
の
批
判
は
、
「
興
福
寺
奏
状
」
な
ど
と
な
ら
ん
で
、

〈
顕
密
仏
教
／
異
端
〉
の
思
想
的
対
立
を
典
型
的
に
示
す
言
説
と
位

（
２
）
（
３
）
（
４
）

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
黒
田
俊
雄
、
平
雅
行
、
佐
藤
弘
夫
、
佐
々
木

（
５
）馨

氏
ら
は
、
こ
の
無
住
の
融
和
的
態
度
を
顕
密
仏
教
的
で
あ
る
と
理

解
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
研
究
と
そ
の
方
法
が
、
無
住
の
イ
メ
ー

吉
原
健
雄
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ジ
を
形
成
し
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
新
仏
教
・
異
端
か
ら
の
逆
照
射
に
よ
っ
て
無
住
を
理

解
す
る
従
来
の
方
法
は
、
も
ち
ろ
ん
妥
当
な
も
の
で
あ
り
、
鎌
倉
仏

教
研
究
の
枠
組
み
の
構
築
の
た
め
に
果
た
し
た
意
義
は
大
き
い
。
し

か
し
、
無
住
と
い
う
一
人
の
思
想
家
を
理
解
す
る
う
え
で
、
対
立
思

想
か
ら
の
逆
照
射
と
い
う
方
法
の
み
で
は
、
実
は
不
十
分
な
の
で
は

な
い
か
。
無
住
研
究
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
べ
き
課
題
は
、
「
偏
執
」

の
否
定
を
も
た
ら
し
た
思
想
の
構
造
そ
の
も
の
を
解
明
す
る
こ
と
で

あ
り
、
さ
ら
に
、
こ
の
思
想
の
特
徴
を
、
無
住
が
批
判
し
た
新
仏
教
・

異
端
と
い
う
外
部
の
対
立
存
在
か
ら
の
逆
照
射
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

彼
自
身
が
身
を
お
い
て
い
た
旧
仏
教
・
顕
密
仏
教
、
と
り
わ
け
禅

（
６
）

僧
・
律
僧
と
い
う
、
い
わ
ば
内
部
の
思
想
と
の
比
較
を
通
じ
て
検
証

す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
円
爾
弁
円
や
叡
尊
・
忍
性
ら
禅
僧
・
律
僧

の
思
想
を
参
照
し
つ
つ
、
無
住
の
宗
教
思
想
を
、
認
識
と
実
践
の
基

盤
と
な
る
教
行
論
に
着
目
し
て
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
、
す
べ
て

の
教
・
行
を
究
極
視
・
並
列
視
す
る
概
念
で
あ
る
「
方
便
」
説
と
、

能
力
の
高
下
に
か
か
わ
ら
ず
仏
道
修
行
に
破
綻
・
挫
折
し
が
ち
な
人

間
の
「
弱
さ
」
に
つ
い
て
の
無
住
の
言
説
を
検
討
す
る
。
こ
の
二
つ

の
概
念
に
よ
っ
て
、
顕
密
仏
教
の
思
想
と
も
異
質
な
も
の
と
し
て
、

無
住
の
思
想
が
浮
上
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
方
便
」

説
と
「
弱
さ
」
が
、
後
半
生
に
展
開
さ
れ
た
『
沙
石
集
』
『
雑
談
集
』

専
修
念
仏
者
の
神
祇
不
拝
・
余
仏
不
信
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
特

定
の
教
や
行
へ
の
「
偏
執
」
を
否
定
す
る
こ
と
が
無
住
の
特
徴
で
あ

る
。
「
偏
執
」
を
否
定
す
る
融
和
的
態
度
が
、
無
住
を
旧
仏
教
・
顕

密
仏
教
側
の
存
在
と
み
な
す
従
来
の
説
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
。

だ
が
、
無
住
は
顕
密
仏
教
と
共
通
す
る
融
和
的
姿
勢
を
示
し
つ
つ
、

一
般
的
な
顕
密
仏
教
と
は
異
質
な
思
想
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
本
節
で
は
、
無
住
の
特
徴
で
あ
る
融
和
的
な
「
偏
執
」
否
定
の

思
想
的
基
盤
が
、
「
方
便
」
説
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
特
質

を
検
討
す
る
。
ま
た
、
そ
の
過
程
で
、
一
般
的
な
顕
密
仏
教
に
お
け

る
仏
法
観
と
無
住
の
思
想
の
差
異
に
も
言
及
す
る
。

最
初
に
、
無
住
の
教
行
論
の
基
本
的
主
張
を
み
て
お
く
。
『
雑
談

集
』
は
、一

代
諸
教
ノ
中
二
、
大
乗
・
小
乗
、
権
教
・
実
教
、
顕
宗
・
密

宗
、
論
家
・
釈
家
、
部
八
宗
一
一
ワ
カ
レ
テ
、
義
万
差
二
連
し
り
。

或
ハ
万
法
皆
空
ノ
旨
ヲ
説
キ
、
或
ハ
諸
法
空
有
ノ
心
明
セ
リ
。

或
ハ
五
性
格
別
ノ
義
ヲ
立
テ
、
或
ハ
悉
有
仏
性
ノ
言
バ
ヲ
談
ズ
。

『
聖
財
集
』
『
妻
鏡
』
な
ど
の
著
作
活
動
の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
を
指

摘
す
る
。

一
「
方
便
」
説

6ラ 無住道暁の｢方便｣説と人間観



宗
々
二
甚
深
ノ
正
義
ノ
旨
ヲ
論
ズ
。
皆
是
経
論
ノ
実
理
也
。
亦

如
来
ノ
金
言
也
。
或
ハ
機
ヲ
調
へ
是
ヲ
説
キ
、
或
ハ
時
ヲ
力
や

ミ
テ
此
ヲ
教
へ
、
何
力
浅
、
何
力
深
ト
モ
、
是
非
ヲ
ワ
キ
マ
ヘ

ガ
タ
シ
。
彼
モ
教
、
是
モ
教
、
互
二
偏
執
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
説
ノ

（
７
）

如
ク
行
ゼ
バ
、
ト
モ
ニ
同
ク
菩
提
ヲ
証
得
ス
ベ
シ
。

と
い
う
。
多
様
な
教
学
を
も
つ
各
宗
が
主
張
す
る
教
に
つ
い
て
、
全

て
は
釈
尊
の
説
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
を
実
践
す
れ
ば
等
し
く
悟

り
に
到
る
こ
と
を
述
べ
た
こ
の
主
張
は
、
『
沙
石
集
』
序
の
、

道
二
入
ル
方
便
一
ツ
ー
非
ズ
。
悟
ヲ
開
ク
因
縁
是
レ
多
シ
。
其

大
キ
ナ
ル
意
ヲ
知
レ
バ
、
諸
教
異
ナ
ラ
ズ
。
修
ス
レ
バ
万
行
旨

（
８
）

ミ
ナ
同
ジ
キ
者
哉
。

と
内
容
上
呼
応
し
て
い
る
。
「
諸
教
異
ナ
ラ
ズ
」
「
修
ス
レ
バ
万
行
旨

ミ
ナ
同
ジ
キ
者
哉
」
と
い
う
よ
う
に
、
差
異
が
あ
る
教
・
行
は
、
す

べ
て
「
方
便
」
と
し
て
並
列
さ
れ
て
お
り
、
実
践
す
る
な
ら
ば
「
ト

モ
ニ
同
ク
菩
提
ヲ
証
得
ス
ベ
シ
」
と
い
う
よ
う
に
、
同
一
の
到
達
点

に
至
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
諸
宗
に
対
し
て
融
和
的
で
あ

っ
た
無
住
の
、
個
別
の
教
・
行
へ
の
「
偏
執
」
否
定
の
思
想
的
前
提

は
、
諸
教
・
諸
行
を
「
方
便
」
と
み
な
す
説
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

一
般
に
、
方
便
と
は
、
真
実
教
・
真
実
行
に
対
す
る
方
便
教
・
方

便
行
と
い
う
よ
う
に
、
教
・
行
に
上
下
を
設
定
し
た
う
え
で
、
相
対

的
に
劣
っ
た
、
仮
の
教
・
行
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

し
か
し
、
無
住
の
「
方
便
」
説
は
、
二
つ
の
点
で
通
常
の
意
味
と

第
一
に
、
「
方
便
」
の
究
極
視
に
つ
い
て
。
教
理
解
説
的
傾
向
の

強
い
著
作
で
あ
る
『
聖
財
集
』
は
、
「
方
便
」
す
な
わ
ち
「
柵
和
」

と
般
若
の
同
一
を
主
張
す
る
。

般
若
ハ
梵
語
、
此
ニ
ハ
智
恵
ト
云
う
。
…
：
．
祇
和
ハ
方
便
ノ
梵

語
、
大
悲
ノ
権
用
也
。
無
知
ノ
般
若
ハ
金
ノ
如
シ
。
柵
和
ノ
方

便
ハ
、
器
ノ
如
シ
。
其
体
ハ
ー
ナ
レ
ト
モ
、
其
相
仮
分
タ
リ
。

（
９
）

水
波
、
灯
光
ノ
、
体
用
ノ
如
シ
。
相
離
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。

は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
二
つ
の
特
徴
の
う
ち
、
第
一
は
、
「
方
便
」

は
仏
の
般
若
す
な
わ
ち
究
極
の
智
恵
と
一
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
方
便
」
の
究
極
視
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
第
二
は
、
「
方
便
」
で
あ
る
諸
教
行
が
、
包
括
的
に
同

一
の
価
値
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

「
方
便
」
の
並
列
視
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特

徴
は
、
無
住
の
思
想
構
造
の
上
で
大
き
な
意
義
を
も
ち
、
ま
た
同
時

代
の
他
の
思
想
家
と
比
較
し
て
特
徴
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
こ
の
究
極
視
・
並
列
視
の
二
点
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

『
肇
論
』
云
、
「
汎
和
般
若
ハ
大
慧
ノ
称
也
。
不
し
染
二
塵
累
一
般

若
力
、
適
化
一
衆
生
一
、
肌
和
功
」
ト
云
々
。
『
浄
名
』
云
、

「
有
二
方
便
一
慧
ハ
解
也
」
ト
云
、
コ
レ
大
惠
也
。
「
無
二
方
便
一
慧

ハ
縛
也
」
卜
云
、
コ
レ
小
恵
、
二
乗
ノ
慧
也
。
温
和
ハ
方
便
ノ
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（
皿
）

梵
語
也
。
温
和
般
若
卜
読
ム
ベ
シ
。
有
二
方
便
一
之
恵
形
也
。

「
混
和
般
若
は
大
慧
の
称
な
り
」
と
い
い
、
「
嘔
和
般
若
と
読
む
べ
し
。

方
便
あ
る
の
惠
形
也
」
と
い
う
よ
う
に
、
仏
の
大
い
な
る
智
恵
は
「
方

便
」
と
一
体
視
さ
れ
る
。
「
方
便
」
と
は
、
一
般
的
に
は
、
「
真
理
そ

の
も
の
で
は
な
く
、
衆
生
を
真
理
に
導
く
た
め
の
仮
の
手
だ
て
」
と

い
っ
た
意
味
で
あ
る
が
、
無
住
は
、
「
方
便
」
を
「
般
若
」
と
同
体

で
あ
る
と
す
る
こ
と
で
、
「
方
便
」
の
価
値
を
高
揚
し
て
い
る
の
で

ふ
め
》
フ
（
》
Ｏ

こ
の
史
料
で
は
、
「
方
便
」
と
仏
智
の
一
致
の
経
典
上
の
根
拠
は
、

『
肇
論
』
・
『
維
摩
経
』
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
「
方
便
」
を
究
極
視
す

る
経
典
上
の
最
大
の
根
拠
は
、
『
大
日
経
』
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

無
住
は
『
大
日
経
』
を
引
用
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

『
大
日
経
』
三
句
ノ
法
門
ト
云
ハ
、
菩
提
為
し
因
、
大
悲
為
し
根
、

方
便
為
二
究
寛
一
・
：
…
・
方
便
有
レ
ニ
。
向
上
方
便
ハ
、
金
ヲ
柔

軟
二
成
力
如
シ
。
大
悲
ノ
修
行
二
利
ヲ
兼
タ
リ
。
向
下
方
便
ハ

金
ヲ
種
々
ノ
器
物
二
作
ル
カ
如
シ
。
是
正
ク
ニ
利
究
寛
ノ
方
便

也
。
：
：
：
開
権
顕
実
ノ
談
ヲ
思
ヘ
ハ
、
三
乗
五
乗
皆
一
仏
乗
ナ

（
Ⅲ
）

ル
ガ
如
ク
、
密
家
ノ
学
イ
ヅ
レ
ノ
乗
力
捨
ン
。

金
と
器
の
髻
瞼
に
よ
っ
て
体
（
本
質
）
・
相
（
形
担
を
説
明
す
る
点
で
、

こ
の
無
住
の
記
述
は
、
先
の
『
聖
財
集
』
の
「
無
知
ノ
般
若
ハ
金
ノ

如
シ
。
瓶
和
ノ
方
便
ハ
、
器
ノ
如
シ
。
其
体
ハ
ー
ナ
レ
ト
モ
、
其
相

仮
分
タ
リ
」
（
註
（
９
）
前
掲
）
の
論
と
同
じ
く
、
般
若
と
方
便
の
関
係

を
論
じ
て
い
る
。
『
大
日
経
』
に
は

世
尊
如
し
是
智
慧
、
以
レ
何
為
し
因
、
云
何
為
し
根
、
云
何
究
寛
。

（
肥
）

…
…
仏
言
、
「
菩
提
心
為
し
因
、
悲
為
二
根
本
一
、
方
便
為
二
究
寛
一
」
。

と
あ
り
、
仏
の
最
高
の
知
恵
で
あ
る
一
切
智
智
は
、
「
方
便
」
を
究

極
と
す
る
と
説
い
て
い
る
。
無
住
は
こ
の
説
を
引
用
し
て
、
仏
の
知

恵
と
関
連
づ
け
て
「
方
便
」
を
究
極
と
す
る
の
で
あ
る
。

『
大
日
経
』
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
注
釈
書
で
あ
る
「
大
日
経
義
釈
』

に
よ
っ
て
、
「
方
便
」
の
究
極
視
の
問
題
を
さ
ら
に
補
足
し
よ
う
。

「
方
便
為
究
寛
」
者
、
謂
万
行
円
極
無
し
可
二
復
増
一
・
応
物
之
権
、

（
喝
）

究
寛
尽
二
能
事
一
・
是
醍
醐
妙
果
、
三
密
之
原
也
。

『
大
日
経
義
釈
』
は
、
「
す
べ
て
の
行
は
完
全
で
究
極
な
の
で
あ
り
、

付
け
加
え
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
個
別
の
あ
り
よ
う
に
対
応
し
て
そ

の
時
々
に
な
さ
れ
る
仮
の
行
は
、
そ
の
ま
ま
究
極
の
価
値
を
も
つ
・

こ
の
行
は
仏
の
悟
り
の
結
果
な
の
で
あ
り
、
身
口
意
三
密
の
源
な
の

だ
」
と
い
う
。
無
住
は
、
こ
の
『
大
日
経
』
の
方
便
究
寛
説
を
用
い

て
、
「
応
物
之
権
」
で
あ
る
「
方
便
」
を
究
極
視
す
る
と
い
う
自
己

の
教
行
論
を
基
礎
づ
け
た
の
で
あ
る
。

無
住
の
思
想
に
お
け
る
密
教
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
早
い

時
期
に
、
個
人
救
済
の
易
行
と
し
て
の
陀
羅
尼
の
意
義
を
称
名
念
仏

（
Ｍ
）

と
比
較
し
た
研
究
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
本
尊
論
の
視
点
か
ら
諸
仏
の

習
合
の
発
想
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
と
く
に
後
者
の
視
点
で
、
大
隅

和
雄
氏
は
、
「
東
寺
末
流
」
と
い
う
自
称
に
着
目
し
て
、
無
住
に
阿
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「
方
便
」
説
の
第
二
の
特
徴
で
あ
る
、
諸
教
行
の
並
列
視
は
、
さ

き
に
み
た
史
料
（
註
（
Ⅱ
）
）
の
後
半
「
開
権
顕
実
ノ
談
ヲ
思
ヘ
ハ
、

三
乗
五
乗
皆
一
仏
乗
ナ
ル
ガ
如
ク
、
密
家
ノ
学
イ
ヅ
レ
ノ
乗
力
捨
ン
」

に
関
わ
っ
て
く
る
。
こ
こ
に
い
う
よ
う
に
、
無
住
が
考
え
た
「
方
便
」

弥
陀
・
大
日
な
ど
諸
仏
の
習
合
の
発
想
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
、
「
習

合
の
触
媒
的
役
割
を
果
た
し
た
の
は
「
東
寺
末
流
」
（
「
雑
談
集
』
末
尾

で
自
ら
に
冠
し
た
こ
と
ば
、
東
寺
末
流
金
剛
仏
子
道
暁
と
記
し
て
い
る
）
の
真

言
で
あ
っ
た
」
と
理
解
さ
れ
、
密
教
僧
と
し
て
の
無
住
理
解
に
道
を

（
鴫
）

開
か
れ
た
。

本
節
で
検
討
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
方
便
」
説
に
つ
い
て
も
、
や

は
り
密
教
の
発
想
が
基
盤
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
無
住

は
「
真
言
志
有
テ
、
三
十
六
歳
、
菩
提
山
二
登
テ
、
如
レ
形
東
寺
ノ

三
宝
院
ノ
ー
流
肝
要
伝
了
」
と
い
う
よ
う
に
大
和
菩
提
山
正
暦
寺
で

（
略
）

東
密
三
宝
院
流
を
受
け
、
さ
ら
に
「
東
福
寺
ノ
開
山
ノ
下
二
詣
シ
ニ
、

天
台
ノ
潅
頂
・
谷
ノ
合
行
・
秘
密
潅
頂
、
事
ノ
次
二
伝
了
」
『
大
日

（
Ⅳ
）

経
義
釈
』
・
『
永
嘉
集
』
・
『
菩
提
心
論
』
・
『
肝
要
』
ノ
録
ナ
ド
聞
了
」

と
い
う
よ
う
に
東
福
寺
の
円
爾
弁
円
か
ら
台
密
を
相
承
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
西
大
寺
系
律
僧
、
東
福
寺
系
禅
僧
と
し
て
の
相
承
が
な

さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
方
便
」
の
究
極
視
は
、
東

密
お
よ
び
台
密
の
修
学
を
通
じ
て
得
た
、
『
大
日
経
』
の
方
便
究
寛

説
を
受
容
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
と
考
え
る
。

説
に
は
、
顕
教
の
絶
待
判
と
の
類
比
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
諸
教
行

の
並
列
的
・
包
括
的
肯
定
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
諸
教
行
の
並
列
は
、

個
々
の
「
方
便
」
を
究
極
視
す
る
密
教
説
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
と

も
い
え
る
が
、
他
の
思
想
家
と
比
較
し
て
無
住
の
特
徴
を
考
え
る
場

合
、
単
に
密
教
の
受
容
と
し
て
理
解
し
て
し
ま
う
の
は
不
十
分
だ
と

思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
方
便
」
説
の
第
二
の
特
徴
で
あ
る
並
列

視
の
問
題
を
、
無
住
の
禅
お
よ
び
台
密
の
師
で
あ
る
円
爾
弁
円
と
の

比
較
を
通
じ
て
検
討
し
て
み
た
い
。
注
目
す
る
の
は
、
禅
教
一
致
を

主
張
す
る
際
に
使
う
「
方
便
」
と
い
う
概
念
の
意
義
付
け
で
あ
る
。

最
初
に
『
沙
石
集
』
に
お
け
る
無
住
の
「
方
便
」
説
に
つ
い
て
見

て
お
こ
う
。

禅
教
ノ
差
別
ハ
方
便
ノ
位
ニ
ア
リ
。
実
証
ノ
時
ハ
コ
ト
ナ
ル
ベ

カ
ラ
ズ
ト
ミ
ヘ
タ
リ
。
故
二
古
徳
云
、
「
教
ハ
仏
ノ
言
（
、
禅

ハ
仏
ノ
心
、
諸
仏
ハ
心
口
相
応
ス
」
卜
云
ヘ
リ
。
…
…
然
ヲ
当

世
ノ
学
人
、
中
古
ノ
先
達
ニ
ハ
風
情
カ
ワ
リ
テ
、
禅
宗
ノ
人
ハ
、

教
門
ト
テ
ク
タ
シ
イ
ャ
シ
ミ
、
教
学
ノ
輩
ハ
、
達
磨
卜
云
テ
、

ア
ャ
シ
ミ
ソ
ネ
ム
。
ト
モ
二
心
エ
ラ
レ
ズ
。
機
ヲ
引
ク
方
便
．（肥

）

ト
ナ
レ
ド
モ
、
道
ヲ
悟
ル
実
証
ハ
、
マ
タ
ク
ヲ
ナ
ジ
カ
ル
ベ
シ
。

〈
教
Ⅱ
仏
の
言
説
〉
と
〈
禅
Ⅱ
仏
の
心
〉
で
は
「
方
便
」
は
異
な

る
が
、
「
実
証
」
す
な
わ
ち
悟
り
は
同
一
な
の
だ
、
と
無
住
は
解
釈

す
る
。
同
一
な
悟
り
を
も
た
ら
す
「
方
便
」
と
い
う
レ
ベ
ル
で
、
教

と
禅
は
平
等
と
さ
れ
、
包
括
さ
れ
る
。
こ
の
〈
教
Ⅱ
仏
の
言
説
・
禅
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坐
禅
ノ
宗
門
ト
云
ハ
、
大
解
脱
ノ
道
ナ
リ
。
諸
法
ハ
皆
此
門
ョ

リ
流
出
シ
、
万
行
モ
ミ
ナ
此
道
ョ
リ
通
達
シ
、
智
慧
神
通
ノ
妙

用
モ
此
中
ョ
リ
生
ジ
、
人
天
ノ
性
命
モ
此
中
ョ
リ
開
ケ
タ
リ
。

故
二
諸
仏
ス
デ
ニ
此
門
二
安
住
シ
、
菩
薩
モ
亦
行
ジ
テ
此
道
二

入
ル
。
乃
至
小
乗
外
道
モ
行
ズ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
未
ダ
正
路
ニ
カ

ナ
ハ
ズ
。
凡
ソ
顕
密
ノ
諸
宗
モ
此
道
ヲ
得
テ
自
証
ト
ス
。
故
二

祖
師
ノ
云
ク
、
「
十
方
ノ
智
者
ミ
ナ
此
宗
二
入
ル
」
卜
宣
ベ
タ

（
鋤
）

マ
ヘ
、
ノ
。

無
住
の
「
教
ハ
仏
ノ
言
（
、
禅
ハ
仏
ノ
心
」
、
円
爾
の
「
禅
ト
ハ

仏
心
ナ
リ
、
教
ハ
言
説
ナ
リ
」
と
い
う
言
葉
は
、
と
も
に
〈
教
Ⅱ
仏

の
言
説
・
禅
Ⅱ
仏
の
心
〉
と
い
う
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
考

え
方
は
、
圭
峰
宗
密
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
に
お
け
る

諸
宗
始
祖
即
是
釈
迦
。
経
是
仏
語
、
禅
是
仏
意
、
諸
仏
心
口
必

（
皿
）

不
二
相
違
一
・

Ⅱ
仏
の
心
〉
と
い
う
考
え
方
を
、
円
爾
も
『
坐
禅
論
』
で
解
説
し
て

い
る
が
、
そ
の
理
解
が
無
住
と
は
大
い
に
異
な
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。

問
、
此
禅
門
ヲ
諸
宗
ノ
根
本
ト
イ
ヘ
ル
コ
ト
如
何
。

答
日
、
禅
ト
ハ
仏
心
ナ
リ
、
律
ト
ハ
外
相
ナ
リ
、
教
ハ
言
説
ナ

リ
、
称
名
ハ
方
便
ナ
リ
。
コ
レ
ラ
ノ
三
昧
ミ
ナ
仏
心
ョ
リ
出
タ

（
岨
）

リ
。
故
二
此
宗
ヲ
根
本
ト
ス
ル
ナ
リ
。

と
い
う
一
節
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
無
住
・
円
爾
と
圭
峰
宗
密
の
差

異
も
興
味
深
い
が
、
今
は
、
圭
峰
宗
密
に
つ
い
て
の
考
察
は
省
き
、

無
住
と
円
爾
の
比
較
を
す
す
め
た
い
。

円
爾
は
、
禅
を
根
本
と
し
、
禅
か
ら
全
て
の
教
・
行
が
発
生
す
る

と
い
う
。
禅
が
中
心
で
あ
り
、
禅
以
外
は
周
縁
的
存
在
な
の
で
あ
る
。

禅
僧
円
爾
は
、
禅
を
根
本
・
中
心
と
す
る
体
系
性
を
も
っ
た
仏
法
観

を
も
っ
て
い
た
、
と
い
え
る
。
こ
の
史
料
で
は
方
便
と
は
称
名
念
仏

の
み
を
意
味
し
て
い
る
。
円
爾
が
い
う
方
便
と
は
、
禅
に
対
置
さ
れ

る
、
特
定
の
し
か
も
禅
よ
り
も
劣
っ
た
行
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

無
住
は
、
禅
と
教
を
「
方
便
」
と
し
て
並
列
さ
せ
て
お
り
、
禅
を

中
心
的
価
値
と
は
し
な
い
。
無
住
と
円
爾
の
相
違
は
、
単
に
禅
の
価

値
づ
け
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
無
住
は
、
『
聖
財
集
』

や
『
雑
談
集
』
に
お
い
て
、
何
が
中
心
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
よ
う

な
発
想
を
し
て
い
な
い
。
「
方
便
」
説
を
と
な
え
る
無
住
は
、
全
て

の
教
・
行
に
、
「
方
便
」
と
し
て
の
、
対
等
か
つ
究
極
の
価
値
が
あ

る
と
す
る
。
無
住
と
円
爾
で
は
、
中
心
的
価
値
を
設
定
す
る
か
し
な

い
か
、
体
系
性
を
志
向
す
る
か
し
な
い
か
と
い
う
レ
ベ
ル
で
、
思
考

の
構
造
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
補
足
し
て
お
く
な
ら
、
も
ち
ろ
ん
円
爾
は
台
密
の
思
想
を

も
っ
て
お
り
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
無
住
の
密
教
理
解
は
、
円
爾
の
影

響
を
濃
厚
に
受
け
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
例
え
ば
、
円
爾
の
『
大
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（
魂
）

日
経
見
聞
』
の
所
説
を
そ
の
ま
ま
無
住
が
「
故
東
福
寺
開
山
ノ
義
」

「
禅
師
又
愛
し
之
」
と
い
う
よ
う
に
引
用
す
る
部
分
な
ど
に
、
具
体
的

（
羽
）

な
影
響
関
係
が
読
み
と
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
共
通
面
と
は

別
に
、
「
方
便
」
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
差
異
が
あ
る
。
禅
を

中
心
に
お
き
、
方
便
を
周
縁
的
な
も
の
と
す
る
円
爾
の
発
想
を
、
無

住
は
継
承
し
な
か
っ
た
。
中
心
と
な
る
行
や
教
え
を
設
定
し
な
い
、

つ
ま
り
体
系
を
志
向
せ
ず
、
す
べ
て
を
包
括
し
、
並
列
さ
せ
る
無
住

の
発
想
は
、
「
方
便
」
説
の
第
二
の
特
徴
と
み
な
し
う
る
。
全
て
の
教
・

行
の
並
列
視
は
、
「
偏
執
」
を
否
定
す
る
う
え
で
、
重
要
な
論
拠
と

な
っ
て
い
る
。

「
道
理
必
然
、
偏
立
成
し
失
」
ト
テ
、
道
理
ア
ル
事
モ
、
偏
執
シ

（
型
）

テ
、
只
コ
レ
ナ
リ
ト
思
ハ
失
也
ト
天
台
ノ
師
釈
シ
給
ヘ
リ
。

と
『
聖
財
集
』
で
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
自
体
は
正
当
で
あ
る
教
・
行

で
あ
っ
て
も
、
他
を
お
と
し
め
て
そ
の
教
・
行
の
み
が
最
高
の
価
値

で
あ
る
と
主
張
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
主
張
は
誤
り
だ
と
さ
れ
る
。
こ

う
し
た
並
列
視
の
発
想
が
、
禅
を
中
心
と
す
る
円
爾
と
無
住
の
発
想

を
分
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

の
特
徴
を
付
言
し
て
お
こ
う
。

以
上
、
無
住
の
「
方
便
」
説
を
、
究
極
視
・
並
列
視
と
い
う
二
つ

の
点
で
考
察
し
た
。
こ
こ
で
、
同
時
代
の
宗
教
思
想
に
お
け
る
無
住

従
来
の
研
究
で
は
、
無
住
に
よ
る
多
様
な
教
行
の
価
値
の
容
認
は
、

宗
教
的
価
値
を
限
定
し
一
元
化
す
る
新
仏
教
・
異
端
の
論
理
と
対
比

さ
れ
て
き
た
。
こ
う
い
っ
た
研
究
史
上
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
、
顕
密

仏
教
の
範
晴
に
無
住
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
階
層
的

機
根
観
を
前
提
と
し
て
、
各
人
が
自
己
に
ふ
さ
わ
し
い
教
・
行
を
実

践
す
る
と
い
う
顕
密
仏
教
の
考
え
方
は
、
「
行
ハ
種
々
二
差
別
シ
テ
、

（
弱
）

先
ヅ
可
レ
專
二
有
縁
一
門
一
也
」
と
い
う
無
住
の
言
説
に
通
じ
る
も
の

が
あ
る
。

し
か
し
、
「
方
便
」
説
に
よ
っ
て
、
諸
教
行
を
等
し
く
究
極
視
・

並
列
視
す
る
無
住
の
立
場
は
、
新
仏
教
の
み
な
ら
ず
、
自
宗
と
そ
の

教
・
行
を
優
位
に
お
き
他
宗
を
劣
位
に
お
く
顕
密
仏
教
諸
宗
に
よ
る

自
己
の
価
値
序
列
の
体
系
へ
の
執
着
も
、
批
判
の
対
象
と
し
て
い
る
。

教
門
に
お
い
て
自
宗
を
至
上
と
す
る
価
値
意
識
が
理
論
化
・
組
織
化

さ
れ
る
と
教
相
判
釈
と
な
る
が
、
無
住
は
そ
う
し
た
教
相
判
釈
と
は

無
縁
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
、
無
住
は
、
新
仏
教
ば
か

り
で
は
な
く
、
顕
密
仏
教
の
教
行
論
と
も
異
質
な
立
場
に
立
っ
て
い

た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

本
節
で
検
討
し
た
「
方
便
」
の
並
列
視
・
究
極
視
と
い
う
二
つ
の

特
徴
か
ら
、
無
住
が
旧
仏
教
・
顕
密
仏
教
と
は
異
質
な
側
面
が
あ
る

こ
と
が
説
明
で
き
よ
う
。
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次
に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
特
異
な
「
方
便
」
説
を
無
住
が
も
つ
に

い
た
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
考
え
て
い
き
た
い
。
『
大
日
経
』

の
方
便
究
寛
説
は
当
時
の
密
教
を
学
ん
で
い
た
僧
に
と
っ
て
は
周
知

の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
台
密
の
伝
法
の
師
と
し
て
、
円
爾
は
無

住
に
濃
厚
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、
密
教
的
思
惟
を
融
和

の
原
理
と
し
て
い
た
顕
密
仏
教
諸
宗
は
、
諸
教
行
を
究
極
視
・
並
列

視
す
る
無
住
の
よ
う
な
「
方
便
」
説
を
主
張
し
た
わ
け
で
は
な
い
・

無
住
と
顕
密
仏
教
諸
宗
と
の
相
違
は
、
無
住
に
よ
る
顕
密
仏
教
の
「
偏

執
」
へ
の
批
判
や
、
前
節
で
検
討
し
た
円
爾
と
無
住
の
差
異
を
み
れ

ば
あ
き
ら
か
に
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
方
便
」

説
の
思
想
的
基
盤
が
密
教
に
あ
る
と
指
摘
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で

あ
り
、
さ
ら
に
考
察
を
す
す
め
て
、
無
住
が
「
方
便
」
説
を
主
張
す

る
に
い
た
っ
た
、
無
住
な
り
の
固
有
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
存
在
を

考
盧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
。

本
稿
は
、
「
方
便
」
説
の
基
盤
と
し
て
、
一
時
期
は
律
僧
で
あ
り

禅
僧
で
あ
っ
た
無
住
が
、
戒
律
・
禅
に
挫
折
し
た
と
い
う
個
人
的
経

歴
か
ら
生
じ
る
、
自
己
認
識
や
他
者
認
識
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の

挫
折
の
問
題
を
、
人
間
観
の
問
題
と
し
て
検
討
し
た
い
。

『
雑
談
集
』
に
お
い
て
、
無
住
は
律
僧
・
禅
僧
と
し
て
の
自
分
の

二
人
間
観

三
十
五
歳
、
寿
福
寺
二
住
シ
テ
、
悲
願
長
老
ノ
下
ニ
シ
テ
、
釈

論
・
円
覚
経
講
ヲ
聞
く
釈
論
二
十
七
歳
世
良
田
ニ
テ
聞
し
之
〉
。

坐
禅
ナ
ド
行
ジ
侍
リ
シ
ガ
、
一
年
マ
デ
モ
ナ
ク
シ
テ
、
脚
気
持

（
訂
）

病
ニ
テ
、
坐
禅
心
二
不
し
叶
。
（
＊
〈
〉
内
は
割
註
）

律
に
つ
い
て
は
病
気
の
た
め
に
持
斎
・
持
戒
が
不
可
能
で
あ
っ
た
と

し
、
禅
に
つ
い
て
は
脚
気
の
た
め
に
坐
禅
が
不
可
能
で
あ
っ
た
と
い

（
詔
）

う
。
こ
の
よ
う
な
挫
折
の
体
験
を
経
て
、
無
住
は
、
律
僧
・
禅
僧
の

集
団
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
っ
た
。

律
儀
依
二
病
縁
一
廃
ル
故
二
、
律
僧
ハ
戒
行
疎
ナ
ル
事
ヲ
見
テ
、

邪
見
放
逸
者
卜
思
テ
、
不
二
相
親
近
一
・
但
有
レ
心
律
僧
ハ
、
強

二
不
し
悪
。
禅
僧
ハ
教
者
ト
思
下
シ
テ
不
し
愛
。
名
僧
ハ
遁
世
ノ

者
ト
テ
、
思
下
シ
テ
疎
ク
思
ヘ
リ
。
価
知
音
尤
ト
モ
希
也
。
同

（
ぬ
）

心
ナ
ル
人
甚
ダ
少
シ
。

持
斎
・
持
戒
を
な
し
え
な
い
無
住
は
、
律
僧
か
ら
「
邪
見
放
逸
」
で

あ
る
破
戒
僧
と
み
ら
れ
、
坐
禅
を
実
践
し
な
い
無
住
は
、
禅
僧
か
ら

は
教
学
を
専
ら
に
す
る
学
問
僧
で
あ
る
と
み
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、

過
去
を
回
想
し
て
い
る
。

貧
道
二
十
八
歳
ノ
時
、
遁
世
ノ
門
二
入
テ
律
学
及
二
六
七
年
一
・

四
十
余
ノ
歳
マ
デ
、
随
分
二
持
斎
・
梵
行
無
二
退
転
一
侍
シ
ガ
、

病
縁
二
事
寄
セ
悌
怠
ノ
心
自
然
二
無
二
正
体
一
・
…
…
形
ハ
如
法

（
妬
）

ノ
律
僧
二
似
テ
如
法
ナ
ラ
ズ
。
威
儀
閾
タ
リ
。
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律
僧
や
禅
僧
の
集
団
か
ら
は
疎
外
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
、
律
僧
・
禅
僧
で
あ
っ
た
無
住
は
、
著
作
の
い
た
る
と
こ

ろ
で
実
践
に
お
け
る
不
可
能
性
を
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
。

行
の
達
成
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
無
住
本
人
に
か
ぎ

ら
ず
、
無
住
の
弟
子
た
ち
に
も
共
通
し
て
見
い
だ
さ
れ
て
い
る
。

「
弟
子
春
属
多
ケ
レ
バ
、
自
行
ノ
障
タ
リ
。
己
家
・
他
家
ヲ
棄
テ
、

閑
静
ノ
処
ニ
シ
テ
、
專
可
レ
行
」
〈
遣
教
経
取
意
〉
：
：
：
ナ
マ
ジ

イ
ニ
伝
法
ノ
志
有
テ
、
弟
子
門
徒
少
々
教
へ
導
キ
、
無
縁
ノ
寺

ニ
ハ
、
住
持
シ
侍
ル
事
多
年
。
澆
風
ノ
所
し
扇
、
如
法
ノ
同
宿

如
レ
無
。
始
ハ
持
、
後
二
捨
ツ
ル
輩
ノ
ミ
多
シ
。
伝
灯
之
志
、

未
し
遂
し
之
。
…
…
同
宿
下
部
等
、
扶
持
ス
ル
事
益
甚
少
ク
、
失

多
キ
歎
。
弟
子
春
属
多
ケ
レ
バ
、
弥
ョ
我
要
二
不
し
立
。
律
ノ

中
二
「
弟
子
一
人
有
レ
バ
、
水
瓶
二
水
満
、
二
人
有
レ
バ
水
半

也
。
三
人
有
レ
バ
水
瓶
打
破
ル
」
卜
云
ヘ
リ
。
水
瓶
破
ラ
ル
、

（
釦
）

マ
デ
ノ
事
ハ
侍
ラ
ネ
ド
モ
、
多
ノ
時
ハ
水
モ
入
ラ
ズ
。

長
母
寺
の
弟
子
を
さ
し
て
、
は
じ
め
は
行
を
実
践
す
る
が
、
後
に
は

放
棄
し
て
し
ま
う
弟
子
が
多
い
、
法
門
を
伝
え
よ
う
と
し
て
も
い
ま

だ
に
で
き
な
い
、
と
い
う
よ
う
に
、
無
住
自
身
と
同
じ
く
弟
子
た
ち

も
ま
た
、
不
完
全
な
行
し
か
な
し
え
な
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
無
住
が
嘆
く
、
弟
子
の
実
態
や
そ
の
能
力
の
限
界
に
つ
い

て
は
、
弟
子
を
叱
責
・
勧
励
し
て
学
問
・
修
行
に
向
か
わ
せ
る
た
め

の
レ
ト
リ
ッ
ク
と
解
釈
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
長
母
寺
に
お
け
る
弟

子
た
ち
の
事
実
と
し
て
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
嘉
元
三
（
一

三
○
五
）
年
に
、
無
住
が
長
母
寺
住
持
を
隠
退
す
る
時
に
残
し
た
「
置

文
」
に
は
、
以
下
の
記
述
が
見
え
る
。

位
二
故
東
福
開
山
座
下
一
、
顕
密
禅
教
大
綱
聞
し
之
。
雛
し
不
し
得
二

其
旨
一
、
伝
燈
之
志
挿
二
心
中
一
。
価
同
法
中
択
二
其
機
量
一
、
可

レ
付
二
当
寺
一
・
於
レ
此
順
一
房
、
自
二
六
歳
一
養
育
、
兄
弟
師
資
親

子
骨
肉
、
連
理
因
縁
不
し
浅
。
学
難
し
不
し
広
、
於
二
禅
門
一
稽
古

経
し
年
。
佃
為
二
当
寺
蔵
主
一
。
捺
二
人
法
一
守
二
寺
門
一
、
有
二
機

量
一
仁
相
計
可
二
付
属
一
・
亦
顕
密
法
門
、
先
達
智
人
、
有
縁
知

（
訓
）

識
相
求
、
可
レ
為
二
長
老
一
．

こ
の
「
置
文
」
で
、
無
住
は
、
禅
に
つ
い
て
の
み
「
学
問
は
広
く
は

な
い
が
」
と
い
い
な
が
ら
も
か
ろ
う
じ
て
後
継
者
を
指
名
し
え
て
い

る
。
し
か
し
、
顕
密
の
教
門
に
つ
い
て
は
有
縁
の
師
を
長
老
と
す
る

べ
き
で
あ
る
と
し
、
弟
子
の
中
か
ら
指
導
者
を
任
命
し
て
は
い
な
い
。

ま
た
、
戒
律
面
や
そ
の
後
継
者
に
い
た
っ
て
は
、
言
及
す
ら
さ
れ
て

い
な
い
。
四
○
年
あ
ま
り
に
わ
た
る
長
母
寺
生
活
に
お
い
て
、
禅
に

つ
い
て
は
自
分
の
門
弟
か
ら
後
継
者
を
選
任
で
き
た
が
、
顕
密
の
教

門
や
戒
律
に
つ
い
て
は
選
任
し
な
か
っ
た
事
実
が
読
み
と
れ
よ
う
。

無
住
は
、
顕
教
・
密
教
・
戒
律
の
面
で
は
満
足
な
弟
子
を
育
て
得
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

従
来
の
無
住
研
究
に
お
い
て
、
無
住
が
主
と
し
て
禅
僧
と
し
て
理

解
さ
れ
、
顕
教
・
密
教
・
戒
律
の
側
面
が
軽
視
さ
れ
て
き
た
の
は
、
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こ
の
後
継
者
の
選
定
に
よ
っ
て
、
西
大
寺
系
律
僧
と
の
関
わ
り
を
も

も
っ
て
い
た
長
母
寺
が
東
福
寺
系
臨
済
宗
に
定
着
し
た
こ
と
に
よ
る

で
あ
ろ
う
。
禅
を
ふ
く
め
顕
教
・
密
教
・
戒
律
に
つ
い
て
、
行
と
し

て
の
挫
折
・
破
綻
、
学
と
し
て
の
不
徹
底
を
一
様
に
認
め
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
禅
に
つ
い
て
の
み
後
継
者
を
指
名
し
え
て
い
る
の

は
、
無
住
が
著
作
で
強
調
し
た
「
一
心
」
す
な
わ
ち
心
の
安
定
と
い

う
実
践
課
題
が
、
顕
教
・
密
教
・
戒
律
よ
り
も
、
禅
と
よ
り
大
き
く

共
通
性
を
も
つ
こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
心
」
の

安
定
は
、
密
教
や
浄
士
教
の
受
容
、
経
典
読
調
の
重
視
、
和
歌
論
の

構
築
と
い
っ
た
諸
の
特
徴
と
も
通
じ
る
、
無
住
の
修
行
論
の
基
調
を

な
す
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

以
上
の
史
料
に
み
ら
れ
る
自
己
認
識
・
他
者
認
識
か
ら
、
無
住
の

人
間
観
が
、
破
綻
・
挫
折
を
繰
り
返
す
、
不
完
全
で
「
弱
い
」
人
間

像
を
特
徴
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

凡
夫
未
断
惑
ノ
故
二
、
縦
上
難
し
犯
し
戒
、
仏
法
修
行
、
又
其
志

深
ク
シ
テ
住
二
寺
院
一
著
二
法
衣
一
常
懐
二
噺
槐
心
一
、
熾
悔
修
行
セ

バ
、
若
シ
行
業
勢
多
ク
ハ
定
テ
可
レ
消
二
罪
障
一
。
：
…
・
依
レ
縁

犯
し
戒
、
凡
夫
ノ
常
ノ
習
也
。
依
レ
之
一
向
不
し
可
レ
棄
二
仏
行
一
・

常
懐
漸
槐
シ
テ
、
以
二
仏
行
一
可
レ
消
二
仏
行
一
。
何
ン
ゾ
ー
向
二

（
蛇
）

犯
戒
シ
永
棄
二
道
行
一
哉
。
尤
モ
可
し
弁
事
也
。

「
凡
夫
は
煩
悩
を
断
っ
て
い
な
い
た
め
に
戒
を
犯
す
」
、
「
縁
に
ふ
れ

て
戒
を
犯
す
の
は
凡
夫
の
日
常
の
習
慣
だ
」
と
い
っ
た
、
破
戒
を
さ

け
ら
れ
な
い
人
間
像
を
、
無
住
は
常
に
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
通
常

の
律
僧
で
あ
れ
ば
、
破
戒
は
発
生
し
う
る
に
せ
よ
例
外
状
況
と
み
な

さ
れ
る
の
だ
が
、
無
住
は
、
破
戒
を
日
常
不
可
避
な
も
の
と
み
な
し
、

人
間
観
・
修
行
論
の
基
礎
に
お
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た

無
住
の
人
間
理
解
は
、

上
智
教
へ
ラ
レ
ズ
、
下
愚
ハ
移
ズ
ト
云
リ
。
中
ノ
人
ノ
タ
メ

（
調
）

記
し
之
。

と
い
う
よ
う
に
、
「
中
ノ
人
」
を
著
作
の
読
者
と
し
て
想
定
し
て
い

る
こ
と
に
も
通
じ
よ
う
。
可
能
性
と
不
可
能
性
の
中
間
で
動
揺
す
る

「
中
ノ
人
」
に
た
い
し
て
、
多
様
な
「
方
便
」
に
よ
っ
て
解
脱
の
可

能
性
を
開
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
中
ノ
人
」
と
は
、
『
聖
財
集
』

の
対
象
で
あ
る
長
母
寺
の
弟
子
た
ち
で
あ
り
、
読
者
す
な
わ
ち
仏
道

修
行
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
本
質
的
に
は
、
特
定
の
人
間
集
団

と
い
う
よ
り
は
、
無
住
自
身
の
体
験
・
実
感
か
ら
え
ら
れ
た
、
人
間

に
つ
い
て
の
普
遍
的
な
理
解
を
示
唆
す
る
の
で
は
な
い
か
。

同
法
ノ
有
心
破
戒
ナ
リ
ト
モ
、
深
ク
懐
二
働
槐
「
厚
ク
信
二
三
宝
一
、

愛
「
一
楽
大
乗
一
、
不
し
擢
二
因
果
一
、
信
二
一
実
境
界
一
、
専
ラ
如
レ
説

修
行
セ
バ
、
一
日
一
沈
二
悪
趣
一
、
当
来
二
可
レ
値
二
仏
出
世
一
・
如
二

（
鈍
）

今
日
八
部
一
、
必
ズ
可
二
見
レ
仏
聞
伝
法
。
コ
レ
愚
老
ノ
本
願
也
。

破
戒
と
い
う
破
綻
・
挫
折
を
避
け
ら
れ
な
い
不
完
全
な
存
在
で
あ
っ

て
も
、
噺
槐
し
て
修
行
を
続
け
仏
教
に
心
を
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

最
終
的
に
は
救
済
さ
れ
る
、
と
無
住
は
い
う
。
こ
の
言
葉
は
、
『
雑
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談
集
』
巻
第
一
の
結
語
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
語
ら
れ
た
、
破
綻
・
挫

折
を
乗
り
越
え
て
仏
道
修
行
を
続
け
、
最
終
的
に
は
救
済
さ
れ
解
脱

す
る
と
い
う
修
行
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
無
住
の
根
本
に
あ
る
発
想
な

の
で
あ
る
。

こ
の
仏
道
修
行
の
基
本
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
、
「
方
便
」
説
と
の
関

連
で
考
え
て
み
た
い
。
「
方
便
」
説
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
教
・

行
に
は
解
脱
の
可
能
性
が
あ
る
。
各
人
は
、
自
己
の
能
力
・
環
境
に

適
合
し
た
任
意
の
教
・
行
を
実
践
す
れ
ば
、
解
脱
・
救
済
に
到
る
。

し
か
し
、
無
住
が
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
に

お
い
て
、
破
綻
・
挫
折
し
て
い
く
人
間
の
「
弱
さ
」
で
あ
る
。
「
弱
い
」

人
間
像
は
、
疾
病
の
た
め
に
禅
・
律
の
不
可
能
性
に
直
面
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
無
住
の
自
己
像
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
長
母
寺
に
お
け

る
無
住
の
弟
子
た
ち
や
、
無
住
が
自
著
の
読
者
と
し
て
想
定
し
た
「
中

ノ
人
」
、
す
な
わ
ち
仏
道
修
行
者
一
般
の
人
間
像
と
し
て
普
遍
的
に

見
い
だ
さ
れ
て
い
る
。
禅
・
律
に
挫
折
し
た
無
住
が
、
後
半
生
か
ら

晩
年
に
集
中
的
に
お
こ
な
っ
た
著
作
活
動
は
、
「
弱
さ
」
な
い
し
「
弱

い
」
人
間
像
を
思
想
の
出
発
点
に
お
い
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

無
住
の
「
方
便
」
説
は
、
特
定
の
教
・
行
を
選
別
す
る
こ
と
に
よ

る
体
系
性
を
も
た
な
い
。
そ
れ
は
、
特
定
の
教
・
行
の
実
践
に
よ
っ

て
の
み
完
全
な
達
成
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
だ
け
の
人
間
の
能
力
へ

の
確
信
を
、
無
住
が
個
人
的
に
は
も
ち
え
な
か
っ
た
し
、
人
間
理
解

の
上
で
も
信
頼
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
仮
に
「
強
い
」

人
間
で
あ
れ
ば
、
戒
律
な
い
し
は
禅
と
い
っ
た
特
定
の
行
の
実
践
や
、

特
定
の
教
学
の
研
鑛
に
よ
っ
て
宗
教
的
完
成
に
い
た
る
と
確
信
す
る

こ
と
が
可
能
な
は
ず
で
あ
り
、
円
爾
弁
円
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

そ
の
特
定
の
行
を
中
心
に
価
値
の
体
系
化
を
お
こ
な
い
え
た
は
ず
で

あ
る
。
し
か
し
、
無
住
が
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
は
、
個
々
の
宗

教
生
活
で
破
綻
し
て
い
く
「
弱
い
」
人
間
な
の
で
あ
る
。
こ
の
人
間

の
「
弱
さ
」
を
重
視
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
が
、
無
住
の
「
方

便
」
説
の
非
体
系
性
・
並
列
性
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
る
。

円
爾
や
叡
尊
・
忍
性
ら
禅
・
律
の
実
践
家
と
、
無
住
と
の
間
の
最

大
の
差
異
は
、
こ
の
「
弱
さ
」
の
認
識
に
あ
る
。
円
爾
や
叡
尊
・
忍

性
ら
は
、
禅
や
戒
律
を
通
じ
て
自
己
と
他
者
の
解
脱
・
救
済
が
可
能

で
あ
る
こ
と
を
寸
毫
も
疑
わ
な
い
。
破
綻
は
起
こ
り
う
る
に
せ
よ
例

外
な
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
確
信
を
も
ち
実
践
に
逼
進
す
る
禅
僧
・
律

憎
の
集
団
に
三
十
代
ま
で
の
無
住
は
身
を
お
い
て
い
た
。
そ
う
い
っ

た
強
者
の
世
界
で
あ
る
律
・
禅
の
世
界
で
無
住
を
位
置
づ
け
よ
う
と

す
る
と
、
無
住
が
感
じ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
距
離
感
・
孤
立
感
の
大

き
さ
が
想
像
で
き
よ
う
。
無
住
は
、
同
時
代
の
円
爾
や
叡
尊
ら
と
は
、

正
反
対
の
存
在
な
の
で
あ
る
。

か
っ
て
大
隅
和
雄
氏
は
、
無
住
の
自
我
意
識
の
基
盤
を
、
武
家
社

お
わ
り
に
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会
・
寺
院
社
会
・
貴
族
文
化
か
ら
の
「
脱
落
」
や
「
離
脱
」
と
い
う

（
弱
）

キ
ー
ワ
ー
ド
で
説
明
し
、
無
住
を
遁
世
者
と
位
置
づ
け
た
。
確
か
に

無
住
は
、
武
家
社
会
や
寺
院
社
会
か
ら
脱
落
・
離
脱
し
た
結
果
、
遁

世
者
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
遁
世
者
と
し
て
実
践
し
た
律
・
禅

に
お
い
て
も
「
弱
さ
」
に
よ
る
不
可
能
性
に
直
面
し
て
、
再
び
脱
落

す
る
。
こ
こ
に
、
二
重
に
脱
落
す
る
こ
と
に
な
っ
た
無
住
の
姿
が
見

え
て
く
る
。
戒
律
・
禅
に
破
綻
・
挫
折
し
た
の
ち
の
無
住
は
、
そ
れ

ま
で
帰
属
し
て
い
た
行
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
喪
失
の
の
ち
に
、
無
住
は
、
説
話
・
雑
談
の
語
り

手
と
し
て
、
「
方
便
」
説
に
も
と
づ
く
語
り
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
語
り
は
、
僧
俗
両
方
に
わ
た
る
聴
衆
を
引
き
つ
け
、
聴
衆
の
求

め
に
応
じ
て
、
『
沙
石
集
』
・
『
雑
談
集
』
・
『
聖
財
集
』
と
い
う
大
部

な
三
つ
の
著
作
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
無
住
が
「
方
便
」

を
聴
衆
に
説
き
著
作
に
著
し
た
と
き
、
そ
の
語
り
は
、
無
住
自
身
に

と
っ
て
、
律
・
禅
に
か
わ
る
新
た
な
行
の
実
践
と
し
て
の
意
味
を
も

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
も
、
「
方
便
」
や
「
弱
さ
」
を
語
る
無

住
は
、
戒
律
・
禅
が
も
つ
個
人
と
い
う
枠
を
越
え
、
僧
俗
・
機
根
の

差
異
を
越
え
て
、
幅
広
く
他
者
を
語
り
の
対
象
と
し
、
救
済
の
対
機

と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
無
住
は
、
単
純
に
破
綻
・
挫
折

し
、
そ
の
ま
ま
生
涯
を
終
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
破
綻
・
挫
折
の
結

果
、
新
た
な
「
方
便
」
の
語
り
と
い
う
行
の
段
階
に
い
た
っ
た
の
で

ふ
め
》
フ
（
》
○

註
（
１
）
山
下
正
治
「
沙
石
集
の
研
究
（
一
）
ｌ
狂
言
綺
語
観
を
中
心
に

し
た
」
、
『
立
正
大
学
文
学
部
論
叢
』
四
四
、
一
九
七
二
年
。

（
２
）
黒
田
俊
雄
「
中
世
に
お
け
る
顕
密
体
制
の
展
開
」
（
三
）
、
同
『
日

本
中
世
の
国
家
と
宗
教
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
。

（
３
）
平
雅
行
「
法
然
の
思
想
構
造
と
そ
の
歴
史
的
位
置
」
、
『
日
本
史

研
究
』
一
九
八
、
一
九
七
九
年
。
同
『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』
、

塙
書
房
、
一
九
九
二
年
、
所
収
。

（
４
）
佐
藤
弘
夫
「
法
然
と
反
法
然
」
、
『
日
本
中
世
の
国
家
と
仏
教
』
、

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
、
九
九
頁
。
「
破
仏
考
」
、
大
隅
和
雄
編

『
鎌
倉
時
代
文
化
伝
播
の
研
究
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
。

（
５
）
佐
々
木
馨
「
三
つ
の
思
想
空
間
の
相
剋
」
、
同
『
中
世
国
家
の

宗
教
構
造
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
。
な
お
、
氏
は
無
住
を
「
顕

密
主
義
」
で
は
な
く
「
禅
密
主
義
」
と
理
解
し
て
い
る
。

（
６
）
『
雑
談
集
』
巻
第
三
’
五
「
愚
老
述
懐
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、
三

十
歳
代
ま
で
の
無
住
は
律
僧
・
禅
僧
で
あ
っ
た
こ
と
が
無
住
自
身
に

よ
っ
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
円
爾
弁
円
門
下
の
東
福
寺
系
禅
僧
と
し

て
の
従
来
の
無
住
理
解
に
加
え
て
、
西
大
寺
系
律
僧
と
し
て
の
経
歴

は
、
三
木
紀
人
氏
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
近
年
の
成
果
と
し

て
、
三
木
論
文
「
沙
石
集
・
雑
談
集
」
の
第
一
章
「
無
住
の
略
歴
」

を
参
照
。
『
説
話
集
の
世
界
Ⅱ
ｌ
中
世
』
〈
説
話
の
講
座
５
〉
、
勉
誠
社
、

一
九
九
三
年
、
所
収
。

（
７
）
『
雑
談
集
』
巻
第
四
’
二
「
無
常
言
」
、
山
田
昭
全
・
三
木
紀

人
校
注
『
雑
談
集
』
、
三
弥
井
書
店
、
一
九
七
三
年
、
一
四
六
頁
。

以
下
、
『
雑
談
集
』
の
引
用
は
本
書
に
よ
る
。
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（
８
）
『
沙
石
集
』
序
、
渡
辺
綱
也
校
注
『
沙
石
集
』
、
岩
波
書
店
、
一

九
六
六
年
、
五
七
頁
。
以
下
、
『
沙
石
集
』
の
引
用
は
本
書
に
よ
る
。

（
９
）
『
聖
財
集
』
巻
上
「
般
若
」
、
八
丁
裏
’
九
丁
表
。
本
書
の
引
用

は
、
東
北
大
学
付
属
図
書
館
蔵
狩
野
文
庫
本
『
聖
財
集
』
に
よ
る
。

狩
野
文
庫
本
は
、
延
慶
四
（
一
三
二
）
年
、
伊
勢
益
田
庄
蓮
華
寺

に
お
い
て
無
住
に
よ
っ
て
奥
書
き
が
付
さ
れ
た
『
聖
財
集
』
を
、
延

徳
四
（
一
四
九
二
）
年
に
無
住
五
世
の
法
孫
で
あ
る
恵
柱
が
、
聖
寿

院
に
お
い
て
筆
写
し
た
も
の
。
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
に
恵
林
に

よ
る
訓
点
書
き
入
れ
と
補
綴
が
施
さ
れ
て
い
る
。

（
Ⅷ
）
『
聖
財
集
』
巻
上
「
悲
智
四
句
」
、
四
○
丁
表
。

（
Ⅱ
）
『
聖
財
集
』
巻
下
「
禅
教
四
句
」
、
一
五
丁
表
。

（
皿
）
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
入
真
言
門
住
心
品
、
大
正

新
修
大
蔵
経
、
第
一
八
巻
、
一
頁
。
Ｃ
・

（
過
）
不
空
述
・
一
行
記
『
大
日
経
義
釈
』
入
真
言
門
住
心
品
、
続
蔵

経
二
一
・
二
一
三
丁
．
ｂ
・

（
Ｍ
）
稲
田
繁
夫
氏
は
、
専
修
念
仏
者
の
余
行
排
斥
を
無
住
が
批
判
す

る
な
か
で
、
称
名
念
仏
よ
り
も
易
行
で
あ
っ
て
効
果
が
大
き
い
真
言

陀
羅
尼
（
阿
字
）
に
よ
る
浄
土
往
生
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
た
こ

と
を
考
察
し
て
い
る
。
同
「
沙
石
集
と
歎
異
抄
と
の
間
」
『
長
崎
大

学
教
育
学
部
人
文
科
学
報
告
』
二
四
、
一
九
七
五
年
。

（
明
）
大
隅
和
雄
「
無
住
の
思
想
と
文
体
」
『
日
本
文
学
』
一
○
’
三
、

一
九
六
一
年
。
同
、
『
中
世
歴
史
と
文
学
の
あ
い
だ
』
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
三
年
、
所
収
。

（
肥
）
『
雑
談
集
』
巻
第
三
’
五
「
愚
老
述
懐
」
、
二
○
頁
。

（
Ⅳ
）
同
前
。

（
肥
）
『
沙
石
集
』
巻
第
五
末
’
一
○
「
権
化
ノ
和
歌
ヲ
翫
給
事
」
、
二

五
五
頁
。
な
お
、
こ
こ
に
み
え
る
圭
峰
宗
密
の
〈
教
Ⅱ
仏
の
言
説
・

禅
Ⅱ
仏
の
心
〉
と
い
う
一
節
は
、
ほ
か
に
、
『
聖
財
集
』
・
『
沙
石
集
』

に
各
一
ヶ
所
引
用
さ
れ
て
お
り
、
無
住
の
教
禅
一
致
説
の
根
拠
と
な

っ
て
い
る
。

・
古
徳
云
、
「
諸
宗
ノ
根
本
師
ハ
釈
迦
、
経
ハ
仏
ノ
語
、
禅
ハ
仏
ノ

心
也
。
仏
ノ
心
語
不
し
可
レ
異
。
西
天
ノ
祖
師
、
皆
仏
弟
子
也
、
三

学
同
学
ス
」
卜
云
ヘ
リ
。
…
…
昔
ハ
講
者
ノ
誇
レ
禅
、
禅
者
ノ
教

ヲ
誹
ル
事
ナ
カ
リ
ヶ
リ
。
三
院
二
分
ダ
ル
事
ハ
、
僧
ノ
靜
論
故
、

中
古
ョ
リ
其
儀
ア
リ
卜
云
ヘ
リ
。
（
『
聖
財
集
』
巻
下
「
禅
教
四
句
」

一
丁
表
Ｉ
裏
）

・
圭
峰
ノ
宗
密
禅
師
モ
、
「
禅
ハ
仏
ノ
意
、
教
ハ
仏
ノ
言
、
諸
仏
ハ

心
口
相
応
ス
」
卜
云
テ
、
三
宗
三
教
ノ
和
合
ノ
事
、
宗
鏡
録
ノ
第

三
十
四
巻
半
分
以
下
有
し
之
。
又
、
圭
峰
ノ
禅
源
所
詮
ノ
中
二
在

し
之
、
上
巻
ノ
終
也
。
道
人
尤
是
ヲ
見
給
ベ
シ
。
（
『
沙
石
集
』
巻

第
四
’
一
「
無
言
上
人
事
」
、
一
七
四
頁
）

（
岨
）
円
爾
弁
円
『
坐
禅
論
』
、
寛
元
元
（
一
二
四
三
）
年
成
立
。
『
東

福
寺
史
』
所
収
、
四
六
頁
。

（
別
）
同
前
書
、
四
六
’
四
七
頁
。

（
別
）
圭
峰
宗
密
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
、
大
正
新
修
大
蔵
経
、
第
四

八
巻
、
四
○
○
頁
・
ｂ
。

（
〃
）
・
歎
二
入
真
言
門
功
徳
一
畢
文
。
此
文
如
レ
是
可
レ
見
し
之
。
住
心

品
経
釈
、
以
二
法
華
本
地
一
摂
引
一
在
密
教
一
之
旨
明
文
在
し
此
◎
当
し
知

住
心
具
縁
両
品
彼
此
同
法
華
摂
属
二
秘
密
教
一
也
。
（
円
爾
弁
円
『
大

日
経
見
聞
』
巻
第
三
’
六
○
、
文
永
九
（
一
二
七
三
年
成
立
、

日
本
大
蔵
経
、
密
経
部
章
疏
一
、
所
収
）

（
翌
・
観
心
ノ
法
門
行
者
ノ
肝
心
也
。
携
厳
・
円
覚
・
法
華
ノ
寿
量
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品
等
ハ
、
真
言
経
也
。
故
東
福
寺
開
山
ノ
義
也
。
顕
家
ノ
人
ハ
、

其
ノ
意
ヲ
得
ル
事
ス
ク
ナ
シ
。
（
『
雑
談
集
』
巻
第
一
○
’
六
「
法

華
信
解
品
大
意
ノ
事
」
、
三
一
六
頁
）

・
真
言
家
ノ
秘
法
モ
、
コ
ノ
法
ニ
ァ
リ
。
故
二
第
六
ノ
巻
ョ
リ
、
專

ラ
真
言
経
也
ト
イ
ヘ
リ
。
禅
師
又
愛
し
之
。
（
『
雑
談
集
』
巻
第
七

’
二
「
法
華
事
」
、
二
一
二
頁
）

（
型
）
『
聖
財
集
』
巻
中
、
「
第
九
染
淨
四
句
」
、
四
二
丁
裏
。

（
至
『
雑
談
集
』
巻
第
一
’
七
「
解
行
事
」
、
五
九
頁
。

（
恥
）
『
雑
談
集
』
巻
第
三
’
一
「
乗
戒
緩
急
事
」
、
九
○
頁
。

（
〃
）
『
雑
談
集
』
巻
第
三
’
五
「
愚
老
述
懐
」
、
二
○
頁
。

（
朗
）
本
稿
で
は
、
紙
数
の
関
係
上
、
無
住
が
述
べ
る
自
己
像
を
、
禅

と
戒
律
の
双
方
に
つ
い
て
、
同
様
に
破
綻
・
挫
折
し
た
、
と
説
明

し
て
い
る
。
し
か
し
、
詳
細
に
無
住
の
言
説
を
み
て
い
く
と
、
同

様
に
破
綻
・
挫
折
し
た
と
回
想
し
て
は
い
て
も
、
律
な
い
し
律
僧

に
つ
い
て
は
修
学
の
経
歴
や
師
友
を
あ
き
ら
か
に
し
な
い
の
に
対

し
て
、
禅
や
そ
の
師
に
つ
い
て
は
饒
舌
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

微
妙
に
態
度
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
禅
・
律
に
対
す

る
態
度
の
差
は
、
著
作
執
筆
の
際
に
無
住
が
も
っ
て
い
た
、
禅
・

戒
律
を
め
ぐ
る
観
念
の
偏
差
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
無
住
は
、
禅
に

つ
い
て
語
り
え
た
よ
う
に
は
、
律
に
つ
い
て
は
語
り
え
な
か
っ
た

の
だ
。
こ
の
よ
う
な
言
説
が
示
唆
す
る
無
住
の
禅
・
戒
律
観
に
つ

い
て
は
、
無
住
の
修
行
論
の
視
点
か
ら
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

（
釣
）
『
雑
談
集
』
巻
第
一
’
一
四
「
三
学
事
」
、
七
四
頁
。
。

（
釦
）
『
雑
談
集
』
巻
第
六
’
三
「
大
樹
ノ
書
ノ
事
」
、
一
九
八
頁
。

（
別
）
無
住
「
置
文
」
、
嘉
元
三
（
一
三
○
五
）
年
、
長
母
寺
蔵
。
『
日
本

高
僧
遺
墨
』
第
一
巻
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
、
所
収
。

（
堅
『
雑
談
集
』
巻
第
一
’
八
「
上
人
事
」
、
六
一
頁
。

（
羽
）
『
聖
財
集
』
巻
上
「
業
因
四
句
」
、
一
七
丁
表
。

こ
の
句
は
、
『
論
語
』
陽
貨
篇
第
十
七
に
は
「
子
日
、
唯
上
知
与
二

下
愚
一
不
し
移
」
と
あ
る
。
無
住
は
、
こ
の
『
論
語
』
の
一
節
に
対

し
て
、
「
上
智
・
下
愚
」
と
い
う
固
定
的
状
態
に
い
る
人
々
と
は

別
に
、
「
中
ノ
人
」
と
い
う
概
念
を
付
け
加
え
、
可
能
性
と
不
可

能
性
の
中
間
で
動
揺
す
る
「
中
ノ
人
」
を
自
己
の
読
者
と
し
て
想

定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
剥
）
『
雑
談
集
』
巻
第
一
’
一
四
「
三
学
事
」
。
七
四
頁
。

（
弱
）
「
遁
世
者
と
し
て
の
無
住
が
、
周
囲
に
も
っ
た
違
和
感
は
、
家
業
、

家
学
と
い
っ
た
貴
族
文
化
の
専
門
化
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
る
自
我

意
識
と
は
違
い
、
選
択
専
修
を
支
え
る
仏
に
対
し
て
の
自
我
意
識

と
も
違
っ
て
い
る
。
無
住
の
自
我
意
識
は
、
ま
ず
東
国
武
士
の
世

界
か
ら
の
脱
落
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
没
落
武
士
の
家
に
生
ま
れ

た
無
住
が
、
東
国
の
武
家
社
会
の
中
で
抱
き
つ
づ
け
た
違
和
感
は
、

無
住
の
自
我
意
識
の
根
底
に
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
無
住
は
そ
の

没
落
意
識
を
背
景
に
出
家
し
、
さ
ら
に
遁
世
の
身
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
遁
世
者
無
住
は
、
京
都
や
南
都
の
寺
院
の
世
界
に
入
っ
て

行
く
こ
と
が
で
き
ず
、
京
都
と
鎌
倉
の
中
間
の
地
で
あ
る
尾
張
で

後
半
生
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
南
都
北
嶺
の
仏
教
、
高
い
権
威

を
も
つ
貴
族
文
化
の
文
化
圏
か
ら
み
た
周
縁
的
な
土
地
で
、
武
家

社
会
か
ら
の
離
脱
感
を
も
ち
つ
づ
け
た
と
こ
ろ
に
、
無
住
の
自
我

意
識
が
成
立
す
る
基
盤
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」

（
大
隅
和
雄
「
無
住
『
雑
談
集
』
に
つ
い
て
ｌ
「
愚
老
述
懐
」
の
段

を
め
ぐ
っ
て
」
、
『
日
本
思
想
史
学
』
一
九
、
一
九
八
七
年
。
（
妬
）

前
掲
書
、
一
六
六
頁
）
。
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